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県内初 !能代市で
ポイントカードによる市税等の

支払いが可能に

ダンクカード（能代ポイントカード事業協同組合　発行）

加盟店舗　92店
発行枚数 24,932 枚
（平成22年1月1日現在）

もっくんカード（二ツ井町商業協同組合　発行）

加盟店舗　59店
発行枚数 10,700 枚
（平成22年1月1日現在）

　能代ポイントカード事業協同組合（北川統愼理

事長）及び二ツ井町商業協同組合（田口幸正理事

長）と能代市（齊藤滋宣市長）は、ポイントカー

ドで市税や手数料、公共料金等の支払いができる

ようにする協定を去る1月14日㈫に結び、同月

26日㈫から運用を開始した。

　両ポイントカードにより支払いが可能となった

のは、市税や使用料など納付書により市に納める

料金のほか、戸籍や税関係の証明手数料などで、

取り扱い窓口は、能代市役所の会計課及び税務課、

総合窓口と二ツ井町庁舎の総務企画課及び市民福

祉課となっている。

　また、利用方法は、次のとおりとなっている。

　

　なお、能代市には両組合からの預託金が預けら

れており、この預託金から利用ポイント分の現金

への換金を行うことで、現金による納付が原則で

ある地方自治法等に対応している。また、窓口に

設置されたカード読み取り機は、両組合から無償

で貸し出されている。

　両組合は、能代市と二ツ井町の合併をきっかけ

に、市の担当者も交えて提携のための協議を重ね、

平成19年 9月に両組合のポイントカード端末機

を同時に更新した。これにより、どちらのカード

でも相互の加盟店舗で利用できるようになった

が、カードによる納税についても、協議による検

討事項の一つであった。

　このような中で、本会が平成21年に開催した

「ポイントカード・サミット」に両組合と能代市

の担当職員が共に参加し、カードによる納税の事

例を学ぶなどして、準備を進めた。二ツ井町商業

㈿の菅原隆文専務理事は、「ポイントカード・サ

ミットに参加し、具体的な事例を学べたこと、資

料提供頂いたこと等が今回の実現に繋がった。」

と話している。

　今回の運用開始について、能代ポイントカード

事業㈿の北川理事長は、「市民の利便性の向上に

寄与すると共に、カードのより一層の向上のきっ

かけにしたい」と話している。また、二ツ井町

商業㈿の田口理事長は、「ポイントカードが市並

びに市民の通貨として利用頂けることは、理にか

なっている。今後は更に商業活動に徹して行きた

い。」と話している。

協定書調印式にて（左から二ツ井町商業㈿田口理事長、
齊藤能代市長、能代ポイントカード事業㈿北川理事長

① 　利用希望者が取扱窓口でポイントカード

を使用する旨を伝え、ポイントカードによ

る市税等の支払い申込書を記入。ポイント

カードと納付書等、通常必要な書類と共に

提出する。

② 　窓口職員が利用分のポイントを減算し、

料金の納入手続きを行う。　

③　カードを返還し、領収書を発行　

※ 　ポイントの利用に当たっては10ポイント

（10円）単位で利用可能　


